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広く府民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交
通マナーの実践を習慣づけるとともに、府民自らが道路交通環境の改善に向け
た取組を推進することにより、交通事故防止の徹底を図ることを目的としてい
ます。

平成 23年7月 21日 (木 )～ 8月 20日 (土 )までの31日 間

◎ 子どもと高齢者の交通事故防止

◎ 自転車の安全な利用の促進

◎ 飲酒運転の根絶
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⑤高齢者以外Q遍鶉高齢者瀑徊 歩行中事故の特徴

道路
横断中

78%

横断歩道以外の場所 を

横断中が多い !

一般的に、高齢者は力0齢に伴って身体機能が低
下すること/bNら 、走行中の車などの速度や自分と
車との距離を正しく判断できないまま、道路を渡っ
てしまう場合があります。

実際、歩行中の死亡事故のうち、道路横断中が
約8害Jを占めます。

さらにそのうちの7害」は横断歩道のないところ
を横断中の事故でした。

(財)京都府交通安全協会決算理事会・評議員会開催
(財)京都府交通安全協会では、5月 20日 (金)京都タワーホテルで、平成22年度決算理事会・評議員会を開催し、事業報告と決

算報告、役員人事が審議され、原案どおり議決承認されました。なお、理事会に先立ち、長年にわたり地域の交通安全活動を積極的に推

進し、交通事故防止に多大の貢献をされた3氏に対して、京都府警察本部長から感謝状が授与されました。

～ 表彰を受けられた方 ～

会 長 岡村  泰秀 氏

副会長 吉田 好夫 氏

会 長 塩見  仁 氏

一鵞

下鴨交通安全協会

亀岡交通安全協会

福知山交通安全協会

交通安全功労者等表彰式の開催

曝―

蒔]り■概]り眸 園部安全自動車学校において、高齢者の交通事故防
上のため「南丹船井シルバードライバー安全運転講習会」を開催した0

(財)京都府交通安全協会では、京

都府警察本部とともに平成23年 5
月 17日 (火 )龍谷大学アバンティ

響都ホールにおいて、春の全国交

通安全運動期間中の活動として

「交通安全功労者等表彰式」を開催

しました。

綾音『  豊里幼児園において、園児とその保護者に対し、

自転車の安全利用やチャイルドシートの着用を呼びかけた。

交通安全功労者 137名

優良安全運転管理者    91名
優良運転者 123名
優良安全運転管理事業所  43名
交通安全優良学校 (児童会)38名
の方が受賞されました。おめでとうこざいます。

福矢口山 惇明小学校前において、 ドライパーに対し交通

安全を呼びかけるとともに、横断中の児童の誘導を行った。

全舞鶴 明倫小学校前において、プラカー ドや
のぼり旗を掲出し、交通事故防止をB乎びかけた。

宮)華  わ―くはるにおいて、子どもと高齢者を対象に、交通安全ク

イズやコント等を行い、「広げよう1交通安全の輪∩よさの」を開催した0

思J]`数  峰山駅前において、「交通死亡事故0を 目指す日」

の啓発と自転車の安全利用を呼びかけ反射材の貼付等を行った。



東山 八坂神社前において、大型フレートを掲出

し、「交通事故死ゼロロ指す日」の周

'日

を図した
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八幡 八幡高等学校において、チラシ等を配

付し、自転車の安全利用を呼びかけた,

亀岡 中部保育園において、平安騎馬隊と一

緒に交通安全教室を開催した,
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南  ~届 け|ほ くとわたしの交通安全メッセ

ーシ耗子大会Jを開催した.

Jヒ  柊三:'I学 ,こうtiで ホラ)

「春の交通安全大会～高昴者事計を1

宇治 西小倉小学校において、自転車のマナー

アッフを図り、自転車の交通安全教室を開催した「
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京 都 の 交 通 (4)

このコンクールは、事業所単位で参加する「事故防止コンクール」と、5人 1組で参カロする「セーフティラリー京都」の2種類があります。
事業所の皆さん無事故・無違反の達成に努めてください !

事故防止コンクール セーフティラリー京都
京都府内に事業所又は営業所を置く安全

運転管理事業所 運行事業所の無事故・無
違反を競うものです。期間中、無事故・無
違反を達成した事業所に対して、審査の上、
警察本部長 交通安全協会長の連名表彰状
が授与されます。

5人 1組のチームをつくり、参加申込みをして下さい。期間中、無
事故 無違反を達成したチームの中から、抽選によリギフト券を
贈呈します。

【セーフティラリー特別賞】 3万 円のギフト券  20本
【セーフテイラリー賞】   1万 円のギフト券 100本

梅 醐 鑓 動 鵡 動
平成23年 6月 4日 (土 )、 京都府警察本部運転免許試験場において、8月 6・ 7日 (土 。日)に三重県鈴鹿

サーキットで開催される「第44回二輪車安全運転全国大会」の京都府代表の選抜を兼ねた「二輪車安全運転京
都府大会」(主催 :京都府警察本部、(財 )京都府交通安全協会)が開催されました。
当日は、心地よい天候の下、参加者には、交通ルールのを守り安全・適確な運転ができているかを見る「法

規走行」と、6種類の運転技術を競う「技能走行」に取り組みました。
【実施結果】 ●女性クラス 優勝 橋口 雅美さん 準優勝 岡田 豊子さん 第3位 真鍋 智香さん

●一般Aクラス 優勝 真鍋 彰夫さん 準優勝 寺松 大輔さん 第3位 河合 正訓さん
●一般Bク ラス 優勝 」ヽ谷 隆雄さん 準優勝浜頭  淳さん 第3位 原田 麻史さん
只今、全国大会に向けて特訓中です。皆様のこ声援をお願いいたします。

子供自転車京都府大会開催の結果
平成23年 5月 28日 (土 )、 亀岡市運動公園体育館において、交通安全子供自転車京都府大会 (主催 ;京都府警察本部、(財)京都府交通安

全協会 後援 :京都府、亀岡市)が行われました。

大会には、京都市の池田、山階南、静原、室町、京田辺市の松丼ヶ丘、亀岡市の大丼、畑野、千代川、丼手田Iの丼手、南丹市の平屋小学校の
10小学校から12チーム (1チーム4名 )が参加し、交通法規・道路標識等に関する学科テス トや、安全走行・技能走行テス トを各学校長、ク
ラスメイ ト、父兄など大勢の声援を受けながら元気に競技を行いました。

【実施結果】 優 勝

準優勝

第3位

千代川小学校チーム

大丼小学校チーム

山階南Aチーム

優勝されました小学校の選手は、本年8月 3日 (水)に東京ビッ
グサイ トにおいて開催されます第46回交通安全子供自転車全国大
会に京都府代表として参加されます。

これより、選手の皆さんは、全国大会に向けて特訓を開始されま
す。皆様のこ声援をお願いいたします。
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